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東日本大震災が発生してから１０か月が経過した。
福島原子力発電所の事故は収束には至っておらず，
人々の健康に深刻な影響を及ぼしている。また，
被災地の復興に関しては，生活や地域再生の具体
的な道筋が各自治体によって異なっており，人間
復興を軸においた議論が望まれている。私は，福
井大学で，災害看護を専門領域として教育・研究
を実施しており，東日本大震災においては，災害
発生直後から福井大学の教員として，日本災害看
護学会の理事として，福井県災害ボランティアの
一員として，その他災害関連団体の一員としてな
どの立場から，時期や地域の状況に応じて，現場
のニーズを確認しながら，支援活動を継続してき
た。まず，災害発生翌日には日本災害看護学会の
先遣隊として被災地に入り，健康問題，看護ニー
ズ等の情報収集と査定を行い，支援体制作りに必
要な情報提供，助言や関連諸機関への橋渡しを行
った。東日本大震災は，広域・巨大・複合・壊滅
的であった。地震の後に襲った津波によって交通
網や通信網，ライフラインが断絶された。さらに
原発事故が救援の手を阻み，被災地は水や食料の
不足に何日間も苦しむことになり，必要な支援が
得られないまま，健康状態が悪化し犠牲になる方
も多かった。このため，いち早く，現地の情報を
時系列および発達段階別に整理し今後の支援の方
向性について学会から HPで全国に発信し，災害
関連団体の連携を呼びかけた。その後，福井県災
害ボランティア団体や県外の災害支援団体の人材
を現地に派遣するため，被災地医療活動支援調整
を開始した。現地における医療・福祉の自立状況
を確認しながら支援を希望する全国の看護職を現
地に派遣し，主に福祉避難所や在宅で生活する
方々への継続支援を行った。また，福井大学の学
生および教職員の協力を得て，被災地のニーズに
沿った物資の支援や学生および教職員の現地活動
支援調整を行った。その他具体的な活動としては，
子供たちの遊び場がないため，少しでも元気で過
ごせる時間を確保するための「お祭りプロジェク
ト」の実施，クリスマス会，餅つき会，被災地（福
島県など）内外からの要請に応じて講演会の実施，
仮設住宅での健康相談，在宅支援活動，支援者の
ストレス調査などを実施した。現在は，日本災害
看護学会からの要請により，東日本大震災プロジ
ェクトの一員として，１）被災地域の情報集積と
災害時健康問題明確化への支援，２）被災地域（仮
設住宅等）の健康管理，こころのケア，３）被災
地看護師の雇用支援，４）放射線災害への看護支
援，５）災害への備え（特に急性期での課題）に
ついて検討している。
これらの現地等での活動の成果は，直接的には，
福井県における災害看護人材育成事業への貢献や
福井大学学生の継続した被災地支援活動につなが
っている。また，現在，科学研究費で国内におけ
る自然災害などの緊急事態時の心理的影響と支援
に関わる研究を実施しているが，東日本大震災を
含めた調査へと発展させている。災害時の研究は，
阪神・淡路大震災（１９９５年）など現実の被災や支
援の体験とともに進歩発展してきた経緯がある。
例えば PTSD関連の症状は，震災そのものから
発症するわけではなく，避難時の体験や避難所や
仮設住宅での環境や復興ストレスなど多要因が関
与している。また，災害時要援護者の犠牲者は多
く，生活ストレス，社会的ストレスなどの多くの
要因に対する生活支援への必要性が迫られている。
したがって，東日本大震災における実際の生活被
害の程度や支援活動の調査を行い，被災者および
援助者の中長期的な心理的変化の現状およびニー
ズを明らかにすることや，平常時における支援体
制，生活実態の調査を行い，地域に即した実際的
で有効な心理的支援の在り方を明らかにすること
は重要な課題であると考える。今後，災害初期か
ら中長期における災害への具体的な生活支援・心
理的支援の在り方についての研究の成果を，社会
に向けて発信していきたいと考えている。
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